
 

第 45回 九州沖縄高等学校ゴルフ選手権春季大会 
〈兼 第 45回 全国高等学校ゴルフ選手権春季大会予選〉 

 

＜主催＞九州沖縄高等学校・中学校ゴルフ連盟 

スポーツニッポン新聞社       

＜後援＞九州ゴルフ連盟           

開催日：令和６年 12 月 17 日（火）、18 日（水）  

開催コース：臼杵カントリークラブ 

 

競技の条件 
 

1．ゴルフ規則 

日本ゴルフ協会ゴルフ規則とこの競技のローカルルールを適用する。 

2．競技委員会の裁定 

  競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最終である。 

3．使用クラブと使用球の規格 

 （１）適合ドライバーヘッドリスト（ローカルルールひな形 G-1）を適用する。 

（２）溝とパンチマークの仕様（ローカルルールひな形 G-2）を適用する。 

（３）適合球リスト（ローカルルールひな形 G-3）を適用する。 

4. スコアカードの提出  

  スコアカードの提出はスコアリングエリア方式を採用する。 

5．競技終了時点 

  本選手権競技は、競技委員長が成績表にサインした時点をもって終了したものとみなす。 

6．プレーの中断（規則 5.7） 

プレーの中断及び再開の通報は以下の通り。 

・プレーの即時中断 ： １回の長いサイレン、ならびに本部より競技委員を通じて競技者に連絡 

・プレーの中断   ： 短いサイレンを繰り返し（繰り返し） 

・プレーの再開   ： １回の長いサイレン 

注：危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会がプレーを再開するまで閉鎖される。閉鎖された 

練習場で練習するプレーヤーには練習を止めるように勧告し、それでも練習を止めない場合には失格となることがある。 

7．練習(規則 5.2) 

ホールとホールの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。終了したばかりのグリーンやその近くで練習ストロークを行う。 

または、終了したばかりのグリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってグリーン面をテストする。  

8．移 動 

正規のラウンド中の移動について.『動力付き移動機器の使用禁止・ローカルルールひな型 G‐6』を適用する。 

  ただし、９番のスロープコンベアの使用は認める。 

 

 

ロ ー カ ル ル ー ル 

 

1.アウトオブバウンズ (規則 18.2) 

アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。 

2.ペナルティーエリア（規則17） 

    レッドペナルティーエリアは赤杭または赤線をもって、その限界を標示する。 

(a) ペナルティーエリアの限界が片側だけ定められている場合、そのペナルティーエリアは無限に 

広がっているものとみなす。 

(b) ペナルティーエリアの限界の一部がアウトオブバウンズの境界で定められている場合、その限界は 

アウトオブバウンズの境界と一致する。 

    (c)  ４番、６番ホールにおいて、レッドペナルティーエリアに球が入った場合、プレーヤーはあるがままにプレー 

するか、あるいは 1罰打のもとにドロップゾーンに球をドロップしなければならない。ドロップゾーンは救済エリアであり、

ドロップされた球はその救済エリアに止まらなければならない。 

 



 

3.異常なコース状態（動かせない障害物を含む） (規則 16) 

(a) 修理地 

(1) 修理地は白線と青杭で標示する（定義「修理地」参照）。 

(b) 動かせない障害物 

(1) 排水溝は動かせない障害物とみなす。 

(2) 人工の表面を持つ道路に接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 

(3) 樹木保護のための巻物施設（巻網など）は、コースと不可分の部分とする。 

4．予備グリーン 

予備グリーンは定義上「目的外パッティンググリーン」であり、球が目的外グリーンの上にあったり、スタンスや意図する 

スイング区域の障害となる場合、プレーヤーは規則 13.1f に基づいて救済を受けなければならない。 

 

 

注 意 事 項 

1.   開会式を 12月 16日（月）17時より、大分カントリークラブ月形コースにて高等学校、中学校合同で実施する。 

必ず出席すること。不参加の際は、出場できない場合がある。 

2．  競技の条件やローカルルールに追加、変更のあるときは、スターティングホールのティーイングエリア付近に掲示して告示する。 

3．  コース、グリーン保護のため、メタルスパイクシューズおよびタウン用シューズの使用を禁止する。 

4．  練習は指定練習場にて行い、打球練習場においては備え付けの球を使用し、スタート前の練習は 1人 24球を限度とする。 

    但し、アプローチ練習場、バンカー練習場は使用不可とする。 

5.   使用ティーマーカーは、男子は青色、女子は白色のティ―マーカーを使用する。 

6.   プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意すること。なお、プレーの進行を不当に遅らせた場合は 

ペナルティを課す 

7.   9ホール終了後、プレーを遅らせなければクラブハウスに立ち入ることができる。 

8．  スタートの呼出は一切行わないので、スタート時間１５分前までにはスターティングホール付近で待機すること。 

9．  ハーフターン待ち時間の練習は、指定練習グリーンにおけるパッティング練習のみとする。打撃練習場の使用は不可。 

10．  競技終了後の「指定練習グリーン」におけるパッティング練習時間は、以下とする。 

指定練習日：１６時まで 

競技第１日：各組ごとにホールアウト後３０分まで使用可能 

   競技最終日：最終組ハーフターン後まで 

11.  競技前日の指定練習ラウンドはアウト、インともスタートを 14時で打ち切る。 

12.  委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すことがある。 

13.  プレーヤーまたはそのキャディーにエチケット違反、または非行があった場合、また重大な非行があった場合には規則 1.2に 

基づいて失格とする場合がある。 

14.  コース内の自動販売機は利用可。小銭の準備が必要。 

15． 成績は掲出しない。最終成績は九州沖縄高等学校・中学校ゴルフ連盟オフィシャルサイト及びインスタグラムにて掲出。 

   途中成績は、スポニチプラスαで随時更新（１５～２０分単位）するので各自確認のこと。 

 

 

 

競技委員長    神谷 仁一  

 

 


